
　菊川市社会福祉協議会では、大規模災害被災時対応訓練の一環として、１年に１度災害ボランティア
支援本部立ち上げ訓練を実施しています。菊川市に大規模な災害が起きた時には、１日も早い復興を
目指して、全国から駆け付けてくださる災害ボランティアの皆さんを受け入れることができるよう訓練
します。今回は、災害ボランティア支援について、2・3面で特集します。

いつかくる その日に備える！

フェイスブックページ

https://
www.facebook.com/
kikugawasyakyou/
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社会福祉法人　菊川市社会福祉協議会
〒439-0019 静岡県菊川市半済1865（プラザけやき内）

☎〈0537〉35-3724　Fax〈0537〉35-3202
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社協（社会福祉協議会）は、みなさんと共に
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災害ボランティア支援はなぜ必要？
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災害ボランティアの流れ

（発災日当日）
菊川市社会福祉協議会災害対策本部設置
・災害ボランティア支援本部設置の必
要性を確認
・被害規模・各部署の被害状況の把握
・活動資機材の確認
・行政との連絡調整

（発災からおおよそ数か月）
菊川市災害ボランティア支援本部閉鎖
・ボランティアニーズが少なくなってきた時点
で通常のボランティア支援業務による復興を
目指す。

（発災からおおよそ３日後）
菊川市災害ボランティア支援本部設置
・災害ボランティアの受付及び調整
○各避難所などからの様々なニーズを集める。
※例「○○小学校で救援物資を仕分けるボラン
ティアが３名ほしい。」
○県内外からの災害ボランティアを受け付ける。
○市内のニーズ（困りごと）とボランティアを
調整して派遣する。

・被害者が必要とする支援、生活課題（ニーズ）
の把握
・被災状況等の情報収集及び発信
・県災害ボランティア本部・情報センターや市内
で活動する県内外の他機関、他団体との連携、
連絡調整
・地域福祉活動の支援

写真撮影：デジカメボランティアおっ撮りカメラ隊
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Ｑ．現在の活動について教えてください。
　月に数か所で歌う会の伴奏をやらせて頂いているのと、演奏グループ（バン
ド）でギター等やらせてもらっています。音楽との出会いは、子どもの頃（小
学校２、３年）ハーモニカを始めたのが始まりです。父親がやっていた尺八も
影響を受けて少しやりました。その後、二十歳ぐらいの時はキーボードをやっ
ていました。しばらく仕事でやっていませんでしたが、定年後に自治会の役員
が終わって、64～65歳位から、また始めました。特に教室等には通わず独学で
したので大変でしたが、その分１曲１曲を弾く度に嬉しかったです。
　他にも色々やっていますが、今は音楽が主です。

Ｑ．活動して楽しいことや印象に残っていることがあったら教えてください。
　ピアノの伴奏を受けて、やるからには、伴奏を間違えてみなさんに迷惑を掛けてはいけないので、事前に
準備として練習をします。やり始めると集中して１～２時間は直ぐに過ぎてしまいます。大変ですが、自分
の好きなことが出来る楽しみと、みなさんと一緒に活動が出来る楽しみがあり、充実しています。そして、
一緒に行動してくださる仲間やプレーしてくれる仲間にとても感謝しています。

Ｑ　趣味や楽しみなことは何ですか。
　ギターなど他の楽器を演奏するボランティアのみんなと一緒にセッションをするのが１番の楽しみです。
そして曲作りが好きです。

Ｑ　これからの目標や、やってみたいことがあったら教えてください。
　これからも音楽を楽しんでいこうと思っています。デイサービスや色々な所から時々演奏依頼があります
が、自分の体調とのバランスを考え頑張ってやっていこうと思っています。
　自分の音楽は我流ですが、みなさんの中にはもっと出来る方が沢山いると思うので、ぜひ地域に出て活動
してもらいたいと思います。活動する方が増えてくれると嬉しいです。

音楽を通して地域とのふれあい

笑顔、輝いてます　－第86回－

名波秋彦さん
（自治会名：古谷）

今年の６月から１０月まで、月１回、小笠東コミュニティセンター（くすりん）で開催した
『オープンくすりん』の様子です。

4※皆さんのお近くで笑顔輝いている方がいましたら社会福祉協議会へご紹介ください。



菊川市身体障害者福祉会
ろうあ部

施設や団体の紹介コーナー

  結 成  　昭和４８年１月
  目 的  　部員相互の親睦と福祉の向上を図る。
  部 員  　菊川市に居住するろうあ者（聴覚障がい者）を以って構成する。
  活 動  　定期総会、文化講座、手話の普及と指導、新年のつどい、
　　　     市ふれあい広場の参加、市文化祭の参加、研修旅行、他

新年のつどい

市文化祭参加

ふれあい広場（ミニ手話教室）

文化講座（陶芸教室）

研修旅行

ふれあい広場（仲間と共に）

　平成29年3月2日の菊川市議会本会議において「菊川市手話言語に関する条例」が満場一致で採
択され、４月１日より施行されました。
　「いつでも、どこでも、誰とでも手話で通じ合える」菊川市になってほしい、との願いを込めて
活動しています。
� 菊川市身体障害者福祉会ろうあ部　部長　藤原基時
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フードドライブへのご協力ありがとうございました！
　平成30年８月１日～８月31日にかけて「認定ＮＰＯ法人フードバンクふじのくに」が実施する
『フードドライブ』の寄贈受入窓口として、多くの皆さまから物資の協力をいただきました。

　市民の皆さまや関係機関の職員の方々から、合計
166.8kgの食品の寄贈を
いただきました。
　寄贈いただいた食品
は、「ＮＰＯ法人フード
バンクふじのくに」に送
り、行政や社会福祉協議
会・支援団体を通じて食
べる物がなくて困ってい
る人々に渡されます。

「みなさまへのご報告」

フードドライブ
ありがとう

ナイスショット！「シニアクラブ菊川 グラウンドゴルフ大会」

「第13回菊川市障害者スポーツ大会」を開催しました

　８月30日に、20回目となるグラウンドゴルフ大会が開催されました。
　暑い中、シニアクラブ会員の皆さんが日頃の練習の成果を発揮し、清々しい戦いを繰り広げま
した。男性上位７名と女性上位３名の10名が、11月１日に行われるシニアクラブ静岡県グラウン
ドゴルフ大会に出場されます。

　９月８日（土）菊川市民総合体育館において、
菊川市身体障害者福祉会、社会福祉法人草笛の会、
菊川市手をつなぐ育成会と共に、100名程が参加
し汗を流しました。
　参加者は、フライングディスク、パン食い競
争等６種目の中から、参加したい種目に参加し、
個人戦、チーム戦で競い合いました。
　応援席からは、声掛けや拍手、歓声が沸き起こり、
会場は大いに盛り上がり、楽しい一日を過ごしま
した。

男性　　優　勝　東嶺田東和会　久島　　清氏
　　　　準優勝　東嶺田東和会　植田　　豊氏
　　　　三　位　東嶺田東和会　阿部　亮栄氏

女性　　優　勝　東嶺田東和会　久島まち子氏
　　　　準優勝　大石蓮友会　　大西　孝枝氏
　　　　三　位　西嶺田峰友会　鈴木　道子氏

写真撮影：デジカメボランティアおっ撮りカメラ隊

6子育て相談　火～土曜日　9：00～16：30　きくがわ子育て支援センター☎37-1135　おがさ子育て支援センター☎73-5698



ボランティアの輪・和・話（三つの“わ”）
「さくらの会」
　私たち「介助ボランティアさくらの会」は、平成４年から活動を始めて、今年で26年目になります。
現在３名で活動しています。当初は社会福祉協議会のリハビリ事業でボランティアをしていました
が、その後いきいきサロンや中部デイサービスセンターでのボ
ランティアや、今はそれぞれにいきいきサロン・精神障がい者
のサロン・訪問傾聴ボランティアの活動に参加しています。こ
れからもボランティア活動が続けられるように、楽しく無理な
く活動したいと思っています。
�問合せ先�　ボランティアセンター　☎３５－３７２４

ふれあい企画参加者募集
ちょこっと貸してください、あなたの力

「きくがわのまちに花を植えよう！」参加者募集
　精神障がいをお持ちの方と一緒に、花植えを行ってくださる方を募集します。菊川インター入り
口の花壇です。みんなで菊川市の入り口をきれいに彩りましょう。
�主　　催�　菊川市社会福祉協議会
�協　　力�　社会福祉法人Ｍネット東遠
�日　　時�　平成30年12月８日（土）　９：25～12：10
�会　　場�　きくがわ作業所、東名菊川インター
�内　　容�　障がいをお持ちの方との交流や花植え
�対　　象�　高校生
�定　　員�　15名
�申込期間�　平成30年11月１日（木）～11月22日（木）
�申込み先�　菊川市社会福祉協議会　
� ☎３５－３７２４　　FAX３５－３２０２

ご参加ください　居場所についての勉強会
　現在、地域で居場所を開いてみたい、居場所ってどういうもの？興味のある方にぜひ参加して頂
きたいと考えておりますので、お気軽に足を運んでください♪
�日　　時�　平成30年11月26日（月）　10：00～11：30
�会　　場�　プラザけやき　201会議室
�内　　容�　居場所に関する勉強会
�対　　象�　居場所をやってみたい方、居場所に興味のある方　等
�講　　師�　森のこかげ（居場所実践者）
�申込期間�　平成30年11月１日（木）～11月16日（金）
�申込み先�　菊川市社会福祉協議会　
� ☎３５－３７２４　　FAX３５－３２０２

7 ボランティア相談　月～金曜日　８：15～17：00　プラザけやき　☎35-3724

ボランティアの広場



福祉総合相談
 日時 　月～金曜日　８：１５～１７：００

生活困窮者自立相談
 日時 　月～金曜日　８：１５～１７：００
心配ごと相談
 日時 　11月１日（木）    ９：００～１２：００
　　　��11月15日（木）１３：００～１６：００
 会場 　プラザけやき
 日時 　11月５日（月）  １３：００～１６：００
　　　��11月20日（火）    ９：００～１２：００
 会場 　中央公民館

結婚相談
 日時 　11月２日（金）１８：００～２１：００
　　　��（受付２０：００まで）
　　　��11月18日（日）����９：００～１２：００
　　　��（受付１１：００まで）
 会場 　プラザけやき
　　　��※初めての方は写真と印鑑をご持参ください。
　　　��※奇数月の第１金曜日は女性専用日になります。
ひきこもり、不登校無料相談会
 日時 　11月５日（月）�１３：００～１６：００
 会場 　プラザけやき
 予約電話 　０９０－１４７６－３２３３

　【平和を】【戦争反対】【命の大切さ】【生きている・生かされている】　　　

�日　　時�　平成30年11月23日（金・祝）　13：30～
�会　　場�　プラザけやき201会議室（菊川市総合保健福祉センター）

�講　　演�　テーマ　永井 隆 博士に学ぶ『平和』

�講　　師�　落合 信男 氏（菊川市上本所在住）

�対　　象�　一般市民　自由参加

�主　　催�　菊川市遺族会

�協　　賛�　菊川市民生委員・児童委員協議会、菊川市明るい社会づくり運動協議会

�問合せ先�　菊川市遺族会　鈴木 邦雄　☎０９０－６３６６－０２０８

　一人暮らし高齢者の施設入所を巡って、失われた地域の再構築のための具体的な方法を提案して
いただく中で、地域における人権や共生について考えます。興味のある方はぜひお越しください。

�日　　時�　平成30年12月16日（日）　13：30～15：15
�会　　場�　プラザけやき201会議室（菊川市総合保健福祉センター）

�講　　演�　テーマ『地域で老いるために ～地域から智域へ～』

�講　　師�　渡辺 哲雄 氏（日本福祉大学中央福祉専門学校専任教員）

�対　　象�　一般市民

�定　　員�　120名

�申込み先�　菊川市社会福祉協議会　☎３５－３７２４

�申込受付�　平成30年10月29日（月）～

 ※会場の都合のため事前予約をお願いします。

参加者募集　各種事業
『戦争を語り継ぐ会』の開催のお知らせ

菊川市民社会福祉大学を開催します
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